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                コロナ時代
じ だ い

の「共
と も

に歩
あ ゆ

む旅
た び

」 

松本
ま つ も と

 秀樹
ひ で き

 

いずみブロックでは、２００７年
ねん

から求道者
きゅうどうしゃ

のための信仰
しんこう

養成
ようせい

の集
つど

い「共
とも

に歩
あゆ

む旅
たび

」が 

行
おこな

われています。きっかけは、当時
と う じ

いずみブロックを司牧
し ぼ く

していた松浦
まつうら

謙
けん

神父
し ん ぷ

様
さま

の 

「福音
ふくいん

宣教
せんきょう

に具体的
ぐ た い て き

に取
と

り組
く

もう」という呼
よ

びかけでした。 

具体的
ぐ た い て き

な進
すす

め方
かた

は、南
みなみ

アフリカ共和
きょうわ

区
く

のルムコ研究所
けんきゅうじょ

が出版
しゅっぱん

した「求道者
きゅうどうしゃ

と信仰
しんこう

の 

旅
たび

を共
とも

にする手引
て び

き」をテキストとして使用
し よ う

、働
はたら

いている人
ひと

が参加
さ ん か

しやすいよう平日
へいじつ

の夜
よる

に開催
かいさい

、1 クール 10回
かい

、

年間
ねんかん

３クール、会場
かいじょう

は、３教会
きょうかい

を順番
じゅんばん

に巡
じゅん

回
かい

しながら実施
じ っ し

しています。司祭
し さ い

は１メンバーとして参加
さ ん か

、プログラム

の進行役
しんこうやく

は 各教会
かくきょうかい

の信徒
し ん と

が輪番
りんばん

で務
つと

めています。この間
かん

、１２人
にん

の受洗
じゅせん

という実
みの

りがありました。 

  その長
なが

く歩
あゆ

んできた集
つど

いが、コロナウイルス感染
かんせん

拡大
かくだい

でやむを得
え

ず 3月
がつ

から４ヵ月間
げつかん

中止
ちゅうし

、ようやく７月
がつ

から 

再出発
さいしゅっぱつ

しました。７月
がつ

７日
にち

にその第
だい

１回
かい

の集
あつ

まりがあり、コロナウイルス禍
か

で体験
たいけん

したこと、気
き

づいたこと、自分
じ ぶ ん

の 

中
なか

で新
あたら

しくしたいことを分
わ

かち合
あ

いました。 

 

その一部
い ち ぶ

をご紹介
しょうかい

します。 

・生活
せいかつ

そのものの中
なか

に信仰
しんこう

がある。日々
ひ び

の生活
せいかつ

の中
なか

にイエス様
さま

がいた。キリストを信
しん

じて自分
じ ぶ ん

を見直
み な お

して 

いきたい。 

・毎朝
まいあさ

「毎日
まいにち

のミサ」を読
よ

んで黙想
も くそ う

している。聖書
せいしょ

の世界
せ か い

に入
はい

ることにより、イエス様
さま

と一緒
いっしょ

に生活
せいかつ

する。 

一
ひと

つ一
ひと

つの行
おこな

いを丁寧
ていねい

に、イエス様
さま

の存在
そんざい

をいつも感
かん

じながら生
い

きていくようにする。 

・最後
さ い ご

に頼
たよ

れるのはみ言葉
こ と ば

。み言葉
こ と ば

の中
なか

でイエス様
さま

を見
み

つめ直
なお

したい。 

・できることをやって、前
まえ

に進
すす

んでいくようにしている。具体的
ぐ た い て き

には、連絡
れんらく

の取
と

れない家庭
か て い

に手紙
て が み

などで連絡
れんらく

を 

とって返信
へんしん

をもらう方法
ほうほう

を取
と

っている。会
あ

えない中
なか

でも人
ひと

との繋
つな

がりを切
き

れないようにしたい。 

・我々
われわれ

の社会
しゃかい

は間違
ま ち が

った方向
ほうこう

に向
む

かって来
き

たのでなないか。教皇
きょうこう

様
さま

がおしゃっているように、人間
にんげん

の世界
せ か い

と 

自然
し ぜ ん

との共存
きょうぞん

を考
かんが

え直
なお

す必要
ひつよう

がある。 

・教会
きょうかい

の在
あ

り方
かた

、ミサなどもっと違
ちが

ったアプローチがあるのでは。一回
いっかい

立
た

ち止
ど

まって考
かんが

え直
なお

す必要
ひつよう

がある。 

・人
ひと

との繋
つな

がりの大切
たいせつ

さがわかった。 医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

の大変
たいへん

さを、このコロナウイルスのことで、よく分
わ

かった。 

陰
かげ

で頑張
が ん ば

っている人
ひと

のことを大切
たいせつ

にしたい。 

・今
いま

一番
いちばん

辛
つら

い時期
じ き

を過
す

ごしている。何
なん

のためにこのようなことになっているのかを考
かんが

える。積極的
せっきょくてき

に今
いま

、自分
じ ぶ ん

が 

どうするべきかを考
かんが

える良
よ

い機会
き か い

となる。 

 

  これらの分
わ

かち合
あ

いから、まず浮
う

かび上
あ

がってきたのは、イエス・キリストとの関係
かんけい

です。イエスは、私
わたし

たちに 

こう呼
よ

びかけられます。「あなたがたはわたしの友
とも

である」。（ヨハネ 15・14） 私
わたし

たちは、このイエスの熱
あつ

い友情
ゆうじょう

に 

応
こた

えるために、祈
いの

りの内
うち

に、日々
ひ び

の生活
せいかつ

で体験
たいけん

する、喜
よろこ

び・苦
く る

しみ・悩
なや

み・恐
おそ

れをイエスにぶつけ、語
かた

り合
あ

う恵
めぐ

みを

頂
いただ

いています。今後
こ ん ご

の集
つど

いで、このことへの信頼
しんらい

を一層
いっそう

深
ふか

めていきたいと思
おも

います。 
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  もう一
ひと

つのことは、生
い

き方
かた

の見直
み な お

しと、人
ひと

と人
ひと

とのつながりです。教皇
きょうこう

様
さま

は今回
こんかい

の未曾有
み ぞ う

の出来事
で き ご と

について、 

「このことは神
かみ

の裁
さば

きではなく、何
なに

が一番
いちばん

大切
たいせつ

かを見極
み き わ

め、行動
こうどう

に移
うつ

していくようにとの神
かみ

の呼
よ

びかけである。 

私
わたし

たちの生
い

き方
かた

を立
た

て直
なお

し、神
かみ

と他者
た し ゃ

に向
む

かわせる時
とき

です」と強調
きょうちょう

されました。それで思
おも

い起
お

こされるのは、 

昨年
さくねん

の日本
に ほ ん

司
し

牧
ぼく

訪問
ほうもん

の青年
せいねん

との集
つど

いでの呼
よ

びかけです。「最
もっと

も重要
じゅうよう

なことは、何
なん

のために生
い

きているのでは 

なく、誰
だれ

のために生
い

きているのか、誰
だれ

と人生
じんせい

を共有
きょうゆう

しているのかです。神
かみ

はあなたに、他者
た し ゃ

のためにも存在
そんざい

して 

ほしいと望
のぞ

んでおられます。神
かみ

はあなたの中
なか

に、たくさんの良
よ

いもの、賜物
たまもの

を置
お

かれましたが、それはあなたの 

ためというよりも他者
た し ゃ

のためなのです」（使徒的
し と て き

勧告
かんこく

『キリストは生
い

きている』286）。 この教皇
きょうこう

のメッセージは、 

イエスが告
つ

げた最
もっと

も重要
じゅうよう

な掟
おきて

「あなたの神
かみ

である主
しゅ

を愛
あい

しなさい。隣人
りんじん

を自分
じ ぶ ん

のように愛
あい

しなさい」の実践
じっせん

を 

促
うなが

しています。 

私
わたし

たちが日々
ひ び

出会
で あ

う人
ひと

、関
かか

わる人
ひと

に、他者
た し ゃ

を思
おも

いやり、支
さ さ

え、共感
きょうかん

する生
い

き方
かた

の豊
ゆた

かさを、言葉
こ と ば

と行
おこな

いで 

伝
つた

えることができるよう、これからも分
わ

かち合
あ

いを通
とお

して相互
そ う ご

養成
ようせい

に努
つと

めて参
まい

ります。 

   

     新型コロナウイルス感染症に対する注意は、引き続き大切です。 
     発表される感染者の人数が増えています。誰もが感染者になる可能性、すでに感染者である 

可能性があることを忘れずに行動いたしましょう。 

 
8 月の主日のミサ、１５日（土）の聖母被昇天ミサは、これまで同様に、２回 (8:30/10:30) です。 

変更時は、都度、連絡を致します。その時は、連絡担当の方、宜しくお願い致します。  

 

〇 ミサ当日、自宅にて 熱を測ってきてください。熱のある方・風邪症状のある方など、体調がすぐれない方は、 

無理をしないでお休みください。ご家族に体調がすぐれない方がおられるときも同様に、ミサの参加を 

お控えください。 

高齢者・病人・基礎疾患のある信者、これらの人の介護や治療にあたる信者は、主日のミサに与る 

義務は免除されます。 

 

〇 浜寺教会では 

1、 主日のミサは 8 時 30 分～・10 時 30 分～、の 2 回です。 

    但し、第 2 日曜は、11 時よりポ語ミサが行われるため、日本語ミサの 10 時 30 分～信徒会館です。 

    人数次第では、外でテント下 になります。 

2、 平日のミサは、毎週火曜日 9 時～です。 

3、 換気のため、すべての窓・出入口は開放したままにします。空気を動かすために、天井に向けて 

    扇風機を回します。室温によっては、クーラーも使用します。ご自分で調節できるよう上着などを    

ご持参ください。 

4、 ご自分専用のお水をご持参ください。熱中症対策です。 

5、 必ず マスクを着用 して下さい。忘れた方は係りの者にお声をかけてください。 

 

     6、 < 教会へ来られたら・・・>   さらに、流れを見直ししました！ 

① 献金・維持費・一粒会献金・・・ミサ中に堂内献金の箱は回しません。担当者が奉納します。 

ミサ前にそれぞれの箱に入れてください。 

② せっけんで手を洗ってください （トイレや信徒会館横の水道で・・） 

ご自分のハンカチをご用意ください。 

③ アルコールで手指消毒をします。 

④ 配布物 (リーフレット・浜っ子・時報など)・・・係りの者より受け取ってください 

⑤ 一人ひとりの間隔をとるようにして座ります。（カードで記しています）  

     ７、＜ ミサ後・・・＞ 各ミサ後、消毒作業や清掃を行います。指示に従いご協力ください。 

8、 通夜・葬儀・病者訪問などは、司祭にご相談ください。 

 

※維持費袋の棚は、信徒会館入り口付近に移動しています。 

※聖体拝領後のみ、曲を流します。 



                     ＜＜スピノラ会より、品々もお引越し＞＞ 
                            和泉ｽﾋﾟﾉﾗ会修道院の閉所に伴い、使われていた品々を 

                        頂戴いたしました。活用させていただきます。 

                        自由献金で、皆様にもご協力いただきました。 

                        ありがとうございました。 

 

                                     （聖堂・香部屋） 

 

 

 

 

 

 

                                               

                                                

 

        

     

（オルガンブース）                                 （廊下）   

 

皆様からの祈りの花束を 

 大変喜んで頂きました。                                (台所)                                              

 又、いつの日か 

 お会いできますように 

 

                                               （パイプ椅子もすっきり！）  

 

                （お手紙は掲示板に有ります） 

 

 

 

 

 

 

                                                    （お花も咲きました）   

＜＜平和旬間行事＞＞     

テーマ・・・ 「平和それは希望の道」 - 対話・和解・エコロジカルな回心 

今年は密を避けるために、昨年までのような合同国際ミサは、実施いたしません。 

テーマに沿って、皆様がどのような回心を持って、平和に寄与していくか・・・を 

ご記入いただき、８月９日の平和祈願ミサのなかで、奉納いたします。 

 

＜＜ﾍﾞﾄﾅﾑ語 only ミサ＞＞ 

９月２０日（日） 10：30～ 日本人信徒も参加できます。日本語のみをご希望の方は８：３０にご参加ください。 



＜２０２０年九州豪雨:募金のお願い＞ 

大雨の被害の大きさに驚いています。 ７月１２日に集まった募金￥55.000 を福岡司教区へ送金し、 

古タオルは段ボールに詰めて、２週にわたり、人吉教会へお送りしました。まだまだ支援を必要とされて 

います。引き続き献金箱を設置しておりますので、ご協力をお願い致します。 

カトリック人吉教会の フランシスコ・マッケイ主任司祭よりのお礼のお手紙は 掲示板をごらんください。 

 

※個人でされる方は以下の方法で、お願い致します。ｶﾄﾘｯｸ福岡司教区 HP でもご覧になれます。 

                                      他の金融機関からの振込                                                                              

 

 

 

※銀行振り込みの場合は、お手数ですが、 

            ①ご住所 ②お名前 ③振込金額 ④振込日 を下記あてにお知らせください 

ＦＡＸ ０９２－５２３－２１５２ または、メール  fukuokakyoku.sien@gmail.com 

各種集いの案内  

〇いずみブロック「共に歩む旅」 

         日程  ：  ２０２０年７月２８日、８月休み、９月１日～１５日 毎週火曜日  

         時間  ：  １９時３０分～２０時３０分 

         場所  ：  和泉教会          ※ マスク着用 ・飲み物は各自持参して下さい 

 

8 月の主日ﾐｻ担当一覧  浜寺 8:30 10:30 和泉 9：00 10:30 岸和田 8:30 10:30 

2 日 年間第 18 主日 ベスコ 
ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾐｻ 

村田 
ジュアン  

9 日 年間第 19 主日 
ジュアン 

11 時 ポ語 イッポリト 
ベスコ  

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾐｻ 

村田 

15日（土） 聖母の被昇天 ベスコ     村田  ジュアン 

16 日 年間第 20 主日 村田（評議会） 
 ジュアン 

１４時 ｼﾞｭｱﾝ（英語） 
     ベスコ 

23 日 年間第 21 主日 ベスコ 村田 
ジュアン 

１５時 村田（英語） 

30 日 年間第 22 主日 ジュアン ベスコ       村田 

◇毎週土曜日 ・・・ １９：３０ 主日前晩のミサ（和泉 ）・・・お休み  

◇平日のミサ 浜 寺 ： 火曜日（毎週）  …9:00            和泉 ： 月曜日（毎週）…19:00   

木曜日（第２，４）…9:00・・・お休み           金曜日（毎月第１）…9:30 

金曜日（毎月第 1）…9:30          岸和田 ： 木曜日（毎週）… 9:00 

◇ポルトガル語ミサ    毎月第 2 日曜日…11:00（浜寺）  

◇英語ミサ           毎月第 3 日曜日…14:00（和泉）     毎月第 4 日曜日…15:00（岸和田） 

◇ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ﾐｻ    毎月第 1 日曜・・・（和泉）   第 2 日曜･･･（岸和田） 

 

8 月の奉仕者当番表  ･･・・・お引き受けくださった方々、宜しくお願い致します。 


